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（1）対象地域 
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（2）重要な図表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 腐葉土中の Oh 層に蓄積された放射能に関する移行係数 

  LM はブラックアーチ、AS は森林フンコロガシ、HA はマツクイムシ、IT はヤツバキクイムシを表

す。 T、P, WG は実験地名の略でそれぞれ Tulowice、Plaska、Wegierska Gorka のポーランド

内四地点を示す。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 人の生活活動が都市に集中するため、山林の汚染調査は見逃しがちになることが多いと考えられる。

しかし、放射性物質の環境中への拡散、沈着後では山林は、放射性セシウムの環境中挙動の巨大なソー

スとなりうるため、モニタリングは重要である。また、山林地域は不均一な環境が多く、陸域の生物も

その不均一性を利用した生息域を有するため、モニタリングに際しては、不均一な環境も含める必要が

ある。 

 

（2）流出挙動・経路 

本論文では、流出挙動や経路に関する主要な成果は含まれていない。 

 

（3）除染の際の留意点 

 本論文では、除染に関する主要な成果は含まれていない。 

 

（4）担当者のコメント 

 森林におけるリター、落ち葉、昆虫の汚染状況とそれらから計算した移行係数が論じられている貴重

な論文である。非常に地道な調査であるが、放射性セシウムが環境中に拡散、沈着後の大きなソースと

なりうる山林地域の調査は、山林における陸域生態系のみならず水生生態系への影響も考えられるため、

環境中の存在データ、経年変化等の知見の蓄積は重要であり、世界でも稀かもしれないが、日本でも報

告を期待したい。 

 


